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前方給紙ユニット

後方給紙ユニット

排紙ユニット



レイアウトプラン
（eRC-115DX／ RU4.0RB） 

フロントローディングシステム1.4
（前方給紙ユニット）

RSL1.2 
紙揃えと断裁作業の時間差を吸収して断裁機の効率を最大限に発揮。

グリッパ－引き込み方式
グリッパ－が用紙をはさみ引き込むタ
イプで、従来オペレーターの作業によ
る移動時にあった紙ずれを防止。

グリップ性能
断裁可能能力いっぱいの高さまで用
紙をセットしても、紙ずれすることな
く引き込むグリップ性能で、生産性に
貢献。

ストックテーブル
ストック用エアテーブルが断裁作業が
終わるまで用紙を待機させて時間差
を吸収。

省力化オペレート
送り込み機能付ペーパージョガ－と併
用すれば、用紙の移動作業が全くい
らず、オペレーターの労力を軽減。

レイアウトプラン
（eRC-137DX／ RSL1.2L ／送り込み機能付ペーパージョガ－） 

レイアウトプラン
（eRC-115DX／ RFL3.1L ／ペーパージョガー） 

RFL1.4 前方より給紙 前方より給紙して後方へ送り込み

横より給紙

ワンプ対応グリッパー
ワンプを剥がしながら、サイドテーブ
ル上に任意の量だけ積み重ねる事が
できる方式を採用。

テーブルリフター
用紙を積み上げているテーブルリフ
ターは、用紙が引き込まれた分だけ
自動で上昇します。

レイアウトプラン
（eRC-115DX／ RFL1.4L ／ RU4.0RB） 

サイドローディングシステム 3.1
（後方給紙ユニット）

RSL3.1 

アンローダー 4.0 / 4.1
（排紙ユニット）

前方に排紙RU4.0 
断裁した用紙をパレット上に積み上げて、オペレーターの負担を軽減します。

後方に排紙RU4.1 

自己診断機能
起動時に安全センサーが正常に作動す
るかどうかを自動診断。安全性を確保
します。

エラーメッセージ機能
エラー発生時に、エラー箇所や発生日時
をメッセージとして表示し、履歴として記
憶します。

パレット床置き設計
どんな断裁機にもセット可能。しかもパ
レット床置き設計で、ピット工事も不要。

スライドダウン方式
テーブルがパレット上にスライドしなが
ら下降するスライドダウン方式の採用
で、オペレーションタイムの短縮を実現。

タッチパネルの液晶ディスプレイを搭載。
エラー表示や自己診断等、操作性を向上。

各種設定機能
よせ圧、落差タイマーの設定がデジタル
で表示されるので、一定の設定が可能。

メンテナンス機能
故障やメンテナンス時に有効な、各種の
情報やデータ表示が可能。

かんたん操作
用紙の大きさが変わってもセット替えの
必要がなくスイッチひとつでパレットへ積
み上げます。

背面フラット仕上げ
限られたスペースを有効に使用するた
め、背面をフラットに仕上げて壁付けで
の使用が可能。

L 型レイアウト
断裁機周辺のデッドスペースを有効に
使えるL 型レイアウトを採用しました。
限られたスペースをよりコンパクトにレ
イアウト。

ワンチャック搬送
L 型レイアウトにもかかわらずワークの
受け渡しがないワンチャック搬送を採
用。紙ずれの心配もなく、断裁機前方
から断裁機後方へと滑らかな導線で給
紙を可能にしました。

ストック機能
もちろん後方給紙RSL1.2と同じく、
断裁機で作業中にはストックスペース
で待機させることが可能。状況を気
にせずに作業が行え、時間差を吸収
します。

背面

NEW

サイドローディングシステム1.2
（後方給紙ユニット）

L 型レイアウトとワン
チャック搬 送 が、 オ
ペレーターにもワー
クにもロスタイムの
少ない導線を可能に
し、高精度と生産性、
さらに低コストを実
現しています。

断裁機の能力を最大限に発揮
用 紙 の 最 大 サ イ ズ は eRC-115DX 用 は 800 × 1100mm、eRC-
137DX 用は 900×1300mm。最大の給紙高さは 165mm と断裁機
の能力と変らない用紙を扱えます。

パレットごと扱える簡便性で、オペレーターのセッティング時間を軽減します。

フロントグリップ
用紙の前端をグリップして引き込むタイ
プ。用紙を痛めず、紙質も選びません。

エアーガン
用紙の間にエアーを吹き込むと、わ
ずかな力で用紙を押し込む事が可能。

フロントレイアウト
オペレーターを取り囲むレイアウト。
動線を短く抑え、ワンマンオペレート
でもロスタイムを最小限に抑えます。

限られたスペースを最大限活かす L 型レイアウト給紙システム。

レイアウトプラン
（eRC-115DX／ RU4.1RB） 

断裁機の前方から給紙して断裁機後方へ送り込む場合、今までは前方給紙 RFL1.4(1.2) と後方給紙
RSL1.2 との組み合わせで行っていました。この方法ではコストも 2 台分で、紙の受け渡しにも時間がかかっ
てしまいます。この 2 つの悩みを一度に解消したのが「RSL3.1」なのです。


